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キヤノンユーザーリポート

お客様プロファイル

お 客 様 が 実 現 で き た こ と

□“in Campus Portal”により学内情報の集約と学
内 Web システムへの入口を一本化。

□“in Campus LMS”により、アクティブラーニン
グを推進し、いつでもどこでも学修できる環境を整備。

□“in Campus Community”により、授業のみに
とどまらない大学全体の様々な活動（グローバル
PBL プログラム、学生プロジェクト等）を支援でき
る環境を整備。
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○「社会に学び、社会に貢献する技術
者の育成」を建学の精神に、1927
年、有元史郎が設立した東京高等
工商学校が前身。以来「実学を通
じて真理を探求できる技術者、高
い倫理観と豊かな見識を持った技
術者、自主・独立の精神をもって
精微を極めることのできる技術者
の育成」を掲げ、1949 年に芝浦
工業大学が設置される。世界に目
を向け、海外との積極的な交流を
通して「世界に学び、世界に貢献
する理工学人材」を育成する学び
舎として、2014 年には文部科学
省による 「スーパーグローバル大
学創成支援」 に、私立理工系単科
大学として唯一採択された。

○東京都に 2 カ所（豊洲・芝浦）、埼
玉県に 1 カ所（大宮）のキャンパ
スを有し、4 学部 16 学科・大学
院 2 研究科 10 専攻の領域で、実
学主義のもと優秀な人材育成に尽
力する同校では、ICT を積極的に
取り入れた教育の実践が進む。

：
：

：

：
：

全学統一のポータル /LMS 構築を目指し
カスタマイズ性に優れたin Campusを導入
開校以来、「実学教育」に軸足を置きながら、これまで数多くの技術者
を輩出してきた芝浦工業大学。国内外の技術者、研究者とともにプロジェ
クトを進めていくことができるという人材育成体制のため、さまざまな
大学とのグローバル PBL（国際プロジェクト実践教育）や企業との共
同研究の実績も着実に増やしている。また早くから ICT を積極的に取り
入れた教育環境の整備にも取り組んできた。そんな同校では、これまで
学内開発による情報基盤の運営が基本だった。しかし、昨今のスマート
フォンをはじめとする高機能デバイスの浸透を受け、学生たちの利便性
向上が課題として浮上してきた。そこで学内情報システムのマルチデバ
イス対応や全学共通の LMS 構築、学生に関する情報の可視化による教
育支援などをテーマに、2015 年から“in Campus”による大幅な刷
新に臨んだ。



お客様のご要望

学内に分散している Web サービスを集約し利便性を向
上させると同時に情報の一元管理体制も構築したい。

多様な授業や学修形態を支え、学修の振り返りが容易
かつ授業以外の学内活動も包括できる LMS の仕組みを
整備したい。

学外からも利用できる環境を整備し、学生と教員が時間・
場所を選ばずコミュニケーションできるようにしたい。

お 客 様 の 声

芝浦工業大学 情報システム部
部長 遠藤 桂一氏（左）

芝浦工業大学
情報システム部 情報システム課

課長　我妻 隆宏氏（右）

「しっかり対応いただけたの
は文教に強い会社ならでは」
「クリッカーや授業外の学修時
間入力など私たちの要望にきめ
細かく対応してもらえたのは大
きいですね」（遠藤氏）

「カスタマイズ性に優れた“in 
Campus”なら、導入後の運用
にも安心して取り組めます」（我
妻氏）

導入前の課題と背景
学内開発と平行して外部リソース活用へ

「これまで私たちは様々な情報システムを学内で開発し、それらを統合しな

がら拡張するというやり方を続けてきました。例えば学生と教員がファイル

サーバの共有フォルダ越しにファイルのやりとりするなど、LMS がなくて

も、何らかの自前のシステムの中で最適化を果たしてきたわけです。しかし、

昨今のシステム環境の変化のスピードは加速する一方です。今後の全学レベ

ルでの対応を考えた時、すべてを学内で開発することには限界があると感じ

たのが、今回のプロジェクトの発端です」

「そこで学生の使い勝手の悪さを改善する仕組みづくりを、運営側職員の負

担軽減にもなる外部委託で実現しようと動いたのです」

導入の必然性
操作性・柔軟性・拡張性から“in Campus”を選択

「まずは全学統一のポータルシステム構築で学内インフォメーションの集約

を図り、授業や学修を円滑に進められる機能を持った LMS の構築。そして、

多様な授業や学修形態を支援できる環境で、学生の振り返りも容易にできる

よう RFP をまとめました。さらに、既存システムとの親和性や、導入後の

運用に向けてシステムの非ブラックボックス化も、併せて求めました。これ

まで自前でやってきた私たちにとって、カスタマイズの柔軟さは必須の前提

条件でしたから」

「学修履歴の可視化につながる機能やわかりやすいユーザビリティもリクエ

ストしました。複数の SIer やベンダーの製品を比較し、一番フィットした

のが、“in Campus”でした」

芝浦工業大学
情報システム部　情報システム課

課長補佐　星野　励氏（左）

芝浦工業大学
情報システム部　情報システム課

佐々木　惠氏（右）

「教育現場に明るい技術者
や営業の方の対応が迅速
な点にも非常に満足」
「導入直後の想定外の事象はつ
きもの。むしろそこに迅速対応
して解決してくださる姿勢に大
変満足しました」（星野氏）

「他大学で培ってきた豊富な実
績を参考にできたのも、新規
ユーザーの私たちにとって安心
材料でした」（佐々木氏）



運用の工夫
運用を見越した仕上がりに大満足

「導入した“in Campus”は、全学統一のインフォメー

ション窓口として機能する“Portal”、4 学部 16 学科

の多彩な学びや学修形態をフォローして、いつでもどこ

でも学修できる“LMS”、そして学生の委員会やボラン

ティア活動、留学プログラムなど授業以外の学内活動で

も LMS の機能を利用できる“Community”、さらに

スマホをはじめ BYOD に対応し教員と学生が時間や場

所にこだわらずコミュニケーションできる“Mobile”

の 4 機能。学内開発で築いてきたこちらの環境との連

携や要望にも、追加開発や機能拡張など柔軟にカスタマ

イズしてもらえて助かりました」

「新機能として盛り込んだクリッカーも“LMS”のアン

ケート機能をベースに実装してもらいました。また、予

習・復習をはじめ、学生が授業外の学修に費やした時間

を把握するために、課題に要した時間などが入力できる

よう“LMS”をカスタマイズ。学生や教員が "Portal"

にアクセスするとスケジュールを含めた学内情報が一

目でわかり、そこから LMS で履修内容や休講・補講な

どの更新情報へつなげられ、利便性が向上しました」

「学外からアクセスできるようになったのも、大きな進

化ですね。今後は運用ルールを必要に応じて見直しなが

ら、しっかり運用していきたいです」

「“in Campus”の高いカスタマイズ性が導入時から実

証され、満足しています。今後、ポータルや LMS の利

用を通じて、教員や学生からあがってくる具体的な要望

や改善点などにも、柔軟に対応していくことができる手

応えを感じました」

取り組みの成果
学修内容の質向上に大きく寄与

「2015 年の春から動き出した今回のプロジェクトは、

2017 年 3 月にカットオーバー、同年 4 月から稼動し

ました。運用してまだ数ヶ月のため、数値を伴った具体

的な成果を測定できていません。しかし、実感値ベース

では想像以上の成果を感じています。例えば、SSO で

“Portal”に入り、見やすい操作画面から必要な情報に

アクセスできるようになったのは、学生や教職員にとっ

て一番嬉しかったことではないでしょうか。多言語対応

機能も標準装備でし

たので、留学生の利

用にも対応できるよ

うになりました」

「 留 学 生 の 対 応 も 含

め、授業以外の活動で

もLMSの機能を利用

できる“Community”

は使えますね。情報

発信／共有での活用

はこれからもっと進

むでしょう。また、、

2014 年度に文部科

学省の“大学教育再

生加速プログラム（AP）”に採択された流れから、授業

に学生が主体的に参加するなど、意欲的な学びをサポー

トするための取り組みを進めています。カスタマイズ性

の高い in Campus と、それを現場に馴染ませるエンジ

ニアリングの力をキヤノン ITS に発揮してもらい、非

常に助かりました」

「授業中に教員がクリッカーでの反応を見ながら、学生

の習熟度や興味対象を確認した上で授業内容をアジャ

ス ト し て い く な ど、

アクティブラーニン

グ環境の一助として

も機能しているよう

です。そういった私

たちからの要望の実

現、導入後の修正対

応、運用支援なども、

教育現場の実情に明

るいキヤノン ITS が

レスポンスよく対応

してくれました。プ

ロジェクト始動時は、

学内開発で築いてき

た私たちの環境や開

発流儀、文教特有の

業務環境など、本当に理解してくれるのかなという不安

があったのですが、蓋を開けてみたら杞憂だったと気づ

かされる程のプロジェクト手腕でしたね」

休講・補講情報や学年暦をリアルタイムに
確認できるスケジュール型時間割

授業中に簡単に学生の意見や理解度を集
計できるクリッカーは in Campus LMS
のアンケート機能をカスタマイズ
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将来の展望
教育ビッグデータ活用の情報基盤へ

「今回のシステム導入はあくまで第一歩。今後はこの

“Portal”や“LMS”などを学生、教職員がさらに活用

できるシステムに成長させるのが第一義です」

「運用を通じて教育ビッグデータの蓄積＆活用を模索し

てもいます。その中で、キヤノン ITS に標準規格である

xAPI に準拠のもと、“Portal”や“LMS”での閲覧履歴

や滞留時間なども含め、学生のあらゆる学修履歴データ

を蓄積する仕組みをつくってもらっています。今後はこ

れらを学生自身が学修成果を振り返ったり、教育に関す

る学内の活動に役立てられる取り組みを進めたいと考え

ています」

Portal

Community

WebApplication

履修者

操作履歴

SSO

メール

・授業回情報・シラバス情報

・視聴時間・授業動画

・学生情報・履修情報
・教職員情報・科目情報

・休講情報
・補講情報
・出欠席情報

複合機等で
スキャンしたデータ

Smartphone

LMS

・授業検索

・シラバス

・課題

・ディスカッション

・授業内容／教材

・予習／復習時間管理

・ポータルホーム

・リンク管理

・カレンダー

・時間割／スケジュール

・お知らせ

・テスト

・授業アンケート／

   クリッカー／

   全体共通アンケート

・お知らせ管理

・ポータルアンケート

・RSS

LRS

Database

認証連携
モジュール

Webブラウザ 既存学内Webシステム

認証システム

SMTP サーバ

基幹システム

出欠管理システム

授業収録・配信システム

複合機システム

シラバスシステム

メール配信
モジュール

データ連携
ツール

シ ス テ ム 概 念 図

デジタルキャンパスやアクティブラーニング実践に最適な情報基盤！
これまで文教市場で培った IT 基盤システムの開発・構築・運用の技術ノウハウ、そして豊富な導入実績を

もとに、独自開発した教育支援情報プラットフォーム“in Campus”。学内情報発信の窓口となる“Portal”

や“LMS”を中心に、大学教育で必要とされる主要な機能を装備しています。

学修成果の可視化など教育の質の向上に大きく貢献！

“in Campus”は、GUI の変更や各種機能追加など、教育機関ごとの異なる環境・ご要望に対し、柔軟にカ

スタマイズ対応が可能なシステムです。学内の既存システムとの連携も容易に実現でき、既存システムと組

み合わせることにより、コストを抑えつつ、教育の質向上に大きく貢献できる環境をご提供いたします。


